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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· インフルエンザが蔓延しています。患者様・職員の手洗い・うがいなどの感染予防徹底して行ないましょう。少しでも異常を感じたらインフルエンザテスト行ないましょう。

· 小坂Ｄｒの勉強会開始となります。

＜患者様連絡事項＞

・小笠原　禮子様～1月3日より処方変更となっている。喫煙の制限なし。食事摂取量の低下見られていた為、エンシュアリキッド処方となり、本日飲用しているが拒否あり。胃の不快感の訴え聞かれている。食事も本日は1/2程しか摂取出来ていない。血液データ異常はないが今後栄養状態の悪化考えられる為、Ｄｒと確認していく。本人は牛乳が好きだという為毎食毎に牛乳をつけるなどの工夫をしていく。又、好きな物を聞き、家族に協力してもらうなど配慮していきましょう。

・岩崎　誠一様～Ｄｒと本人、奥様の面談の結果、外泊は2週間見合わせる事となっている。

・向山　忠義様～点滴1月3日より止めとなっている。

・坂　貢様～胸部X線検査の結果、肺炎治癒してきているとの事です。悪化しないよう引き続　　　　　　　　き観察行なっていきましょう

・塚本　勝昭様～昨日15:40より、隔離室より東Ａ一般へ移室となっている。危険物以外は詰所管理。電話は両親、兄へは代行で行なう。おやつは自己管理。飲水についてはフリーとするが、余りにも多いときは声かけすること本人にも伝えている。飲水状況の確認行なっていきましょう。

＜新入院患者様について＞

吉田　福松様（79歳）　医療保護入院　　川端Ｄｒ

病名：脳血管性痴呆疑い

経過：H14年頃より落ち着かない感じがあった。H15年10月、脳梗塞にて入院し、痴呆症状出現。H17年10月頻回となる。H17年12月19日「外に誰かいる。」と外に出て行こうとする。市民病院受診し、内服薬処方となるが病状変らず。包丁を持ったりと目が話せない状況であった為、市民病院紹介にて当院受診、入院となる。

· 処遇制限あり。外出・電話

· 終日隔離

· 業者洗濯

· 尿失禁何回かあり。トイレの場所が分からず。

· ワーファリン服用の為納豆・グレープフルーツ禁。

· 他科薬の内服あり。→心房細動・軽度心臓弁膜症・高血圧･白内障

· 時折転ぶ事あり、転棟注意。

· 血圧3検

＜要注目患者様について＞

畑中　成夫様(終日隔離)～昨日は残食目立ち、活動性低下があり、臥床がちであったが突然叫ぶ事や神発言があった。本日は夜間失禁あり。日中は臥床がちで食事も残食多く、スタッフ介助行なうが1/2程しか摂取出来なかった。また、声かけしても反応なく、体動少ない状態で衝動的な行動も見られていなかった。立位・歩行時はふらつき見られ、転倒の危険性が考えられる。褥創は右肩峰、大転子、右踝部、右外果に見られ、大転子の褥創は皮下組織にまで及ぶ。全体的に改善傾向にはあるが食事摂取低下している為、治癒の遅れ、悪化が考えられる。

　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　現在活動性低下しているが、神発言、突然叫ぶ事あるため、衝動的な行動を起こす可能性あり。表情や行動の観察は継続して行なっていきましょう。栄養状態の低下は褥創の治癒を遅らせる事や、体力の低下を引き起こす為食事摂取時はスタッフ2名で対応・介助し、摂取出来るよう促していきましょう。褥創への看護として、皮膚の清潔保持し、栄養状態の観察をして行きましょう。

塚本　勝昭様～昨日より時間隔離介助となっている。時間隔離中は夜間のボディチェック時不機嫌となることあった。電話は両親・兄のみとなっているが以前は電話すると口調が荒くなるという事があった。現在はスタッフ代行であるため電話の要求あった際スタッフ説明すると不満を言う事あった。水分はフリーとなっているが、多量に摂取している様子は見られていない。

　　　　　　　　　　　　　↓

入院後2週間経過している。現在病状落ち着いてきているが表情、行動には引き続き注意していく。水分フリーだが飲水状況観察し、必要時声かけしていく。

種市　久子様～本日面会あり、弟様より患者様の子供に関する相談があった。弟様としては、子供を施設に入れる事を考えているが、本人は「子供は自分が見る。」と納得されていない状態。来週児童福祉施設スタッフと弟様が来られるため、主治医に情報提供していきましょう。又、他患者様から入院に関して間違った情報を聞くという事があり、「医療保護入院は退院出来る。」との発言があった。

　　　　　　　　　　　　　↓

対人関係の様子や、状態、表情の観察、睡眠状態の観察など行なっていきましょう。訴えがあった場合は出来る事と出来ない事を明確にするよう関わっていきましょう。

＜インフルエンザについて＞

インフルエンザの予防について

· インフルエンザは感染した人の咳、くしゃみ、つばなどの飛沫とともに放出されたウイルスを吸入する事によって感染します。そのため、外出後のうがいや手洗い、マスクの着用、流行地への渡航、人込みや繁華街への外出を控える事が必要です。十分に休養を取り、体力や抵抗力を高め日頃からバランスよく栄養をとる事も大切です。

· インフルエンザの症状のついて

通常のインフルエンザでは発熱、咳などがあり、60％の感染者に下痢が認められました。重症例では結膜炎、呼吸器症状や多臓器不全に至るものまで様々な症状が見られ死亡の原因は肺炎でした。

· 抗インフルエンザウイルス薬について

タミフルが有効と言われています。健康な成人の方では、一般に、インフルエンザウイルスに感染し症状が出てから3～7日でウイルスの排出も終わると言われています。













